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１．はじめに

「テレビやテレビゲームばかりしていると、生身の人間とつきあう機会が減り、社会性が育た

ない」とは、一般によく言われることである。もっともらしく聞こえる言説ではあるが、テレビ

視聴やゲーム使用が子どもの社会性にもたらす影響について、今のところはっきりとした知見は

見出されていない。研究量が十分でないということもあるが、社会性の発達が多様な要因によっ

て規定されている（ゆえにメディアの影響を一貫して抽出するのが難しい）ことや、社会性の概

念が幅広く、認知能力や攻撃性に比べて測定するのが難しいことなども関係していると思われる

（向田，2003）。

幼児を対象としたこれまでの研究では、悪影響論とは逆に、望ましい行動の発達を意図した教

育番組を繰り返し見ることが社会的行動を促すことや、テレビゲームをしている幼児ほど社会性

が高いといった知見が見出されている。小学生以上を対象としたテレビゲーム研究においても、

単純な悪影響論は支持されておらず、むしろ社会性に良い影響をもたらす可能性が示唆されてい

る（木村，2003）。

このように、メディア接触と社会性の発達の関連について、悪影響論を支持する研究はほとん

どない。しかし、研究の絶対量が少ない現在、「悪影響はない」と言い切るのも難しいと思われ

る。こうした現状にあっては、丹念な縦断研究により、メディアが子どもの社会性に及ぼす影響

について一定の知見を確立していくことが急務と言えよう。そこで、本プロジェクトの第３回調

査において、子どもの社会性を測定する項目を追加し、メディア接触との関連について分析を行

った。

２．尺度作成

幼児の社会性を測定する尺度にはさまざまなものがあるが、その多くが子ども同士の相互作用

を日常的に観察できる教師（保育者）を評定者としている。そのため、親が評定者となった場合、

答えにくい項目も少なくない。「津守・稲毛式　乳幼児精神発達質問紙」は親が評定者となって

いるが、年齢ごとに項目が異なっているため、異年齢間での比較が難しい。本プロジェクトでは、

社会性の発達とメディア接触との関連を見るのが主目的であり、その目的からするとできるだけ

異年齢間で使える尺度が望ましいことになる。そのため、まず、幼児（２歳以上）の社会性を測

定していると思われる尺度を収集し、各尺度を構成する項目をKJ法によりグルーピングした。
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次に、多くの尺度に共通して見られる項目を優先して選び、親が評定しやすい表現に改めた。最

終的に、表１に見られる15項目を用いることにした。もとになった尺度・項目は以下の通りであ

る注１。

１．「津守・稲毛式　乳幼児精神発達質問紙（１～３歳）」のうち、社会性の発達に関する項

目（大日本図書）

２．「新版　S－M社会生活能力検査」のうち、Ⅱ（２歳０ヶ月～３歳５ヶ月）の集団参加・

自己統制に関する項目（日本文化科学社）

３．「社会的スキルアセスメント」（畠山・畠山・山崎，2003）

４．「自己制御機能」（水野・本城，1998）注２

５．「発達期待」（柏木，1988）のうち、社会的スキル・言語的自己主張に関する項目

６．SCBE尺度（Social Competence and Behavior Evaluation Inventory）（LaFreniere,

Dumas，1996）のうち、社交性（social competence）と不安（anxiety-withdrawal）に関

する項目

３．方法

調査時期：平成17年１月

調査方法：郵送によるアンケート

調査対象：本調査の参加者は、平成14年２月～７月に川崎市で生まれた乳児（調査時２歳）

1250家庭である。今回の解析の一部は、調査開始時点（Time1）から３時点目

（Time3）までの経年調査に参加した687家庭の母親と父親を対象とした。

４．結果

（1）「協調性・共感性」尺度

表１に社会性に関する各項目の平均値と標準偏差を示す。性差について検討したところ、項目

6，7，10，11では女の子のほうが得点が有意に高く（順に、t=-2.56，p<.05；t=-2.72，p<.01；t=-

5.31，p<.01；t=-7.39，p<.01）、項目８では男の子のほうが高くなっていた（t=-4.44，p<.01）。保

育施設の利用との関連では、項目1，3，4，5，6，7，8，9，11，15において、利用している群の

ほうがしていない群よりも高くなっていた（順に、t=3.03，p<.01；t=4.81，p<.01；t=4.29，

注１　本来であれば、社会性の定義を厳密に既定した上で、尺度作成にあたるべきであったが、時間的な制約

もあり、社会性に関して使用頻度が多いと思われる尺度を選定し、そこから項目を抽出するという方法

をとった。

注２　本尺度は、柏木（1998）と西野（1990）を参考にして作られている。



p<.01；t=2.30，p<.05；t=3.83，p<.01；t=8.01，p<.01；t=3.17，p<.01；t=3.31，p<.01；t=4.28，

p<.01；t=4.85，p<.01）。逆に、項目13，14においては、保育施設を利用していない群のほうが高

くなっていた（順に、t=-2.91，p<.01；t=-2.82，p<.01）。

これらの15項目に対し、主成分分析による因子分析を行った。固有値が１以上となったのは第

３主成分までであり、その減衰は4.20、2.00、1.31となっていた。それぞれの因子負荷量を表２に

示す。第一主成分に高く（.50以上）負荷している８項目（1，2，3，4，5，6，7，15）のうち、

「2．欲しいものがあっても、言い聞かせれば、がまんして待つ」以外は、いずれも仲間関係にお

ける協調性・共感性を表していると考えられる。そこで、この７項目のα係数を計算したところ、

α＝.82となった。内的一貫性も十分に高かったことから、以下の分析では、この7項目の合計得

点を「協調性・共感性」尺度の指標として用いることにした。なお、それ以外の項目については、
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表１　社会性に関する項目の平均値・SD

表２　各項目の因子負荷量



まとまった因子とみなすのが難しかったことから、今回の分析からは除外した。

（2）協調性・共感性尺度とメディア接触との関連

２歳児の協調性・共感性尺度得点を表３に示す。男女別に見ると、女子のほうが得点が高くな

っていた（t=-2.48，p<.05）。

保育施設の利用別に見ると、利用している群（Ｍ＝25.06，SD=4.80）のほうが、利用していな

い群（Ｍ＝22.80，SD＝4.85）よりも得点が高くなっていた（t=6.37，p<.01）。また、月齢とは弱

い正の相関（r=.13**）、出生順番とはごく弱い正の相関（r=.07*）が見られた。母親変数との関連

では、暖かい養育態度とは正の相関（r=.20**）、抑うつ傾向とは負の相関（r=-.16**）が見られた。

そのほか、友人の数（r=.23**）、友人と遊ぶ回数（r=.21**）との間にも弱い正の相関が認められ

た。協調性・共感性尺度得点とメディア接触量との相関をとったところ、表４に見られるように、

ゲーム接触量、ニュース番組接触量、アニメ番組接触量、幼児向け２接触量を除き、メディア接

触量とは、弱いながらすべて負の有意な相関が見られた。しかしながら、性別、月齢、出生順番、

保育施設の利用の有無、母親の暖かい養育態度、母親の抑うつ傾向をコントロールした偏相関を

求めると、有意な相関は全く見られなくなり、両者の相関は見かけの相関に過ぎないことが示さ

れた。

次に、ジャンルごとの視聴量（ながら視聴と専念視聴を足したもの）との相関をとったところ、

「子ども向け教育・講座番組視聴量」とのみ弱い負の相関が見られた（r=-.08**）。しかしながら、

上記と同様に、性別、月齢、出生順番、保育施設の利用の有無、母親の暖かい養育態度、母親の

抑うつ傾向をコントロールすると、有意な相関は見られなくなった。
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表３　協調性・共感性尺度の平均値とSD

表４　協調性・共感性とメディア別接触量との単純相関



（3）子どもの「協調性・共感性」への影響要因の検討

子どもの「協調性・共感性」尺度を従属変数とする階層重回帰分析を行った。表５に示すよう

に、説明変数（影響要因と仮定）として用意したのは６ブロック（カテゴリー）、19変数である。

第１ブロックは月齢、性別などの属性、第２ブロックは保育施設の利用有無や友人と遊ぶ回数、

母親によるマネージメントなどの仲間との接触経験に関する変数、第３ブロックはテレビ接触量

や外遊び時間などの一週間の平均時間（すべてTime 2とTime 3の合計時間）、第４ブロックは子

どもの気質特性、第５ブロックは母親の養育態度（Parker, Tupling, & Brown, 1979; 北村, 1998）

と母親の子どもへの対人的信頼感（酒井, 2005）の２変数、第６ブロックは母親の養育態度

（Parkerら, 1979; 北村, 1998）と母親の子どもへの対人的信頼感（酒井, 2005）の２変数であった。

ここで、子どもの気質（temperament）とは、遺伝子との関連が予想される子どもの生得的な

行動特徴の個人差のことである。この気質特性のカテゴリーについてはいくつかの考え方があり、

それに合わせて測定尺度も複数存在するが（例えばRothbart, 1981）、今回はCloningerら（1993）

が開発したTCI（Temperament and Character Inventory）尺度（木島・斉藤ら, 1996）の気質

に関する部分を使用することにした。彼らは、子どもの気質として大きく４つのカテゴリーを用

意している。そのひとつは、「新奇性追求」と呼ばれるものである。この気質が強い個人は、好

奇心旺盛、衝動的などの特徴が認められる。「報酬依存」は、他者からの報酬（褒められたりな

ぐさめられたり、賞をもらったりなど）に影響されやすいかどうかを示す指標であり、他者への

親和欲求や感動しやすさなどの個人差に関わるものである。「損害回避」の強い個人は、何事に

も慎重で内向的なタイプであり、「固執」気質の高い個人は、辛抱強く、こだわりが強いタイプ

であるとされる。

表５は、「協調性・共感性」尺度得点とそれぞれの変数得点との相関、ならびに重回帰分析の

結果を示したものである。これを見ると、まず「協調性・共感性」との間に有意な関連が認めら

れたのは、属性変数である「月齢（r=.13）」、「性別（r=.08）」、「出生順番（r=.07）」、仲間との接

触経験量変数である「保育施設利用の有無（r=.19）」、「友人の数（r=.23）」、「友人と遊ぶ回数

（r=.21）」、生活時間変数である「テレビ接触量（r=-.11）」、「ビデオ接触量（r=-.07）」、「外遊び時

間（r=.10）」、気質的特性変数である「新奇性追求（r=-.15）」、「損害回避（r=-.08）」、「持続

（r=.21）」、母親との関係性変数である「母親が子に抱く信頼感（r=.20）」と「母親の養育態度の

暖かさ（r=.19）」、父親との関係性変数である「父親が子に抱く信頼感（r=.10）」と「父親の養育

態度の暖かさ（r=.11）」であった。

つぎに、説明変数群（Block）を投入するごとの説明率（R2）の変化量に注目すると、Block3

（生活時間）とBlock6（父親との関係性）を投入したときにだけ説明率が有意に上がらないとい

う結果が認められた。また、それぞれの説明変数に注目すると、各説明変数間の相互影響性を考

慮した上で「協調性・共感性」への影響を示すβ値から、有意な関連を示していたのは「月齢

（β=.08）」、「出生順番（β=.13）」、「保育施設の利用有無（β=-.09）」、「友人の数（β=.19）」、「損

害回避（β=-.08）」、「持続（β=.15）」、「母親が子に抱く信頼感（β=.15）」であった。
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５．考察

以上、本節では、乳児期の社会性の一側面である仲間への「協調性・共感性」を測定する尺度

の開発を行った。作成された尺度を用いた解析から、仲間への「協調性・共感性」得点は、男子

よりも女子の方に、また月齢の高い子どもほど高いことが示された。こうした「協調性・共感性」

は、現在の生活環境の違いによっても異なっていた。すなわち、保育施設を経験している子ども

のほうが経験していない子どもよりも高く、養育態度が暖かくて抑うつ傾向が低い母親の子ども

の方が、そうでない母親の子どもよりも協調性・共感性が高いことが示されていた。

つぎに、「協調性・共感性」とメディア接触の関連について検討したところでは、全般的に弱

い負の相関が見られたものの、子どもの月齢や保育施設利用の有無などの変数による影響を考慮

した場合には、有意な相関は見られなくなった。また、表５を見ると、２歳時点における「協調

性・共感性」には、子どもの月齢が高いことや出生順番が遅いなどのほかに、子どもがそうした

仲間と実際に接する機会が多いかどうかが重要なようである。保育施設の利用は子どもが同世代

の仲間と接する機会を増やし、社会性の発達を促すものと考えられよう。さらに、今回は気質特

性のうち「損害回避」と「持続」による影響が認められていた。この結果を子どもの友人との遊

びの場面で考えてみると、子どもが慎重すぎる場合には仲間と一緒に遊ぶことに中々踏み出せず、

辛抱強い気質の子どもは遊ぶ順番を待つことができることから、おもちゃの貸し借りなどのいざ

こざが少ないために良好な関係性が築けると想像できよう。最後に、「母親が子に抱く信頼感」

が子どもの「共感性・協調性」に影響を与えることについては、Bowlby（1969）の乳幼児期の

愛着関係に関する理論や内的作業モデル理論を裏付ける結果といえるかもしれない。母親との間
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表５　協調性・共感性の階層重回帰分析



に十分な信頼関係のある子どもは、母親を安全基地として自分の世界を広げる探索活動に取り組

むことができる。いつでも母親が守ってくれる安心感が、彼らが仲間関係という新しい対人世界

の中で自由に振舞うことを可能としてくれるのである。
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